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損害防止サーキュラー No.01-08 
 

ウクライナにおける運航上の難題 
 
 
背景 
最近、様々な種類の多くの事件がウクライナの港で見られる。 

罰金の件数が多く、相当額が課徴されているように、これらの経験は正確さと慎重さがウクライナの税関や当局との対応

時には重要であると指摘している。 

このロス・プリベンションは当地の規則への対応における難題が報告されている範囲のいくつかにハイライトを当てる。 

 

本船の保管品及び燃料油の申告 
最近何隻かの船舶が本船上での使用目的のため保管されている一般的な備品の不正確な申告に対して罰金を課せら

れている。 

 

a) 本船のストア 

税関は非常に広範囲な検査を行い、そして相違の発覚は罰金に至る。医薬品のストアや化学薬品や清浄剤の申告書の

作成時に可能な限り、正確に記述することが重要である。 

b) 燃料油 

ウクライナにおいては税関職員が時折、本船到着時に燃料油の計測を実施する。 

申告との相違について 税関は燃料を‘覆い匿’した罪として相当な罰金が課すことがある。 

これは本船が燃料油を密輸しているとの主張につながる。罰金はUSD10,000にいたる。 

 

報告はこの相違は通常、入港直前に本船が燃料油タンクの測定を実行せず、一週間前までの古い測定値に基づいて計

算したことを示している。 

それゆえに、不正確な燃料油残量の申告のリスクを最小限にするよう、燃料油タンクの測定はウクライナ入港直前に実

施するように勧告する。 

barrelやcanでの燃料油数量をも併せて表記しておくことが重要である。 
 
バラスト水―些細な違反への巨額な罰金 
報告ではウクライナにおけるバラスト水の管理違反に対して課せられている罰金の件数が増加しており、当局は黒海に

おいてバラスト水を交換するように全ての船舶に対して要求している。 

全ての船舶はState Inspection for Protection of the Black 

Sea(SIPBS)によるバラスト水サンプリングの対象となる。3種の異なる汚染物質に対するテストがSIPBSの認定するウクラ

イナの研究所で行われる。鉄分、浮遊有機物そして油分である。 

有害物の存在に対する許容域はMARPOLによる規定よりはるかに低い。油分及び油製品は0.05mg/litre、鉄分は0.05mg

/litreで浮遊固形物は0.75mg/litreあるいは2mg/litreと港にて異なる。 

罰金は報告では最大USD60,000までかけられたとのことだ。 

 

バラスト水に関する罰金の摘発を防ぐために、組合員は厳密にSIPBSの要求を満たし、黒海においてのバラスト水の交

換、その交換を適当なLogやIMOバラスト水の報告書式に記載し、代理店に港で排出するバラスト水数量を申告すること

である。 

組合員はバラスト水を取り込むタンクのメンテナンス、それらタンクを空にする場合は完全に排出することやSIPBSの検査

官が乗船時のサンプリングの手順に特別な注意を払うべきである。IMOガイドライン（以下の記事の後半参照）はバラスト

水の交換手順の詳細やバラストのサンプルの基準外を避けるためにガイダンスを提供している。 

 

ウクライナにおけるバラスト水排出問題に関して更なる参照として 

Gard News 171のTo load or not to load-Hydrocarbon content in ballast water at Ukrainian and Russian ports及び 

Gard News 188の記事Ballast Water-High fines for small infringements in Ukraine. 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.gard.no/gard/Publications/GardNews/RecentIssues/gn171/art_8.htm
http://www.gard.no/gard/Publications/GardNews/RecentIssues/gn188/art_8.htm
mailto:trygve.nokleby@gard.no,
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損害防止サーキュラー No.01-08 
 

 
 
 
輸出入制限 
 

ウクライナ政府は近年いくつかの輸出入への制限を設けている。例としてgrain, wheat, rye, maizeそしてBarleyである。 

これらの制限は輸入タリフとライセンスとして示されるものであり、定期的に変更される。 

それゆえ組合員は遅延を避けるためにウクライナ当局から適切な輸出入許可を得られるかどうかを確認するよう勧告す

る。 
 
鉄鉱石微粉末の積載について 
我々は鉄鉱石微粉末の貨物がオデッサ港において高湿度含有ゆえに液状化しやすいと認識している。 

その場合、この貨物の特性は変化し、船舶の安定性と安全性を阻害するかもしれない。SOLAS 

Conventionに従い、船積人は輸送可能な水分含有制限量（TML）と含有水分が許容範囲内にあることを申告している有

効な証明書を提出するように求められる。 

 

船積人がCode of Safe Practice for Solid Bulk Cargoes(BC 

Code)に従った証明書を提出するまで、鉄鉱石の積載は開始されるべきでない。 

証明された水分含有量とTMLが実際の貨物の状態を反映しているかどうか不確かならば、船長はCorrespondentに依頼

し、Surveyorに更なるサンプル採取を指示させるべきである。 

 

詳細情報はGardのWebサイトにおいてLoading of iron ore concentrate in Odessa 参照。 

 

陸上側の測定値の争議 
ウクライナに撤積貨物を輸送する船は陸揚げ時に数量不足による争議を経験するかもしれない。 

貨物不足は平均120－180mtであり、金額でUSD 40,000からUSD 65,000と報告されている。 

0.5%のPaper Shortageを受容するほとんどのケースの他の国とは対照的にウクライナはPaper 

Shortageは受け付けない。 

 

このリスクの発生を最小限に留めるために、積み切り後に以下のことを行うように勧告する 

●holdsは全ての関係者各々を代表する検査員（jointで行う）の立会いにてsealする。 

●揚地港にては検査員はもう一度sealをはずすときに立ち会う。 

●draft surveyを積地港および揚荷前で行う。 

●Empty Hold Certificateを発行する。 

 

ウクライナにおける油濁 
以前、ウクライナにおける油濁は非常に巨額の罰金を呼び込んだことがある。 

金額は、理論的公式を用いて推定される漏油量及び漏油キロ当たりUSD329の固定タリフとキロUSD84の追加固定金額

にて計算される。 

組合員はbunkering operationの間、燃料油の漏れやオーバーフローを防ぐため、最大限の注意を働かせるべきである。 

もし油濁の徴候があるのならば、組合員は直ちにGardのウクライナのCorrespondentのLEGATにコンタクトするように求

められる。 

詳細はGard News No.186 Oil pollution in the Ukraine - Shipowners beware 

 
 
 
勧告 
ウクライナに配船時には組合員は直面するかもしれない数多くの試練を認識すべきである。 

我々は組合員が特別な警戒を働かせ、ウクライナに寄港前に当地の代理店との会話を続け、事件が起きたならGardにコ

ンタクトされることを勧告する。 

http://www.gard.no/portal/page/portal/GardNO/DivCommon/ShowInplaceWithPrinterFriendly?p_d_i=-121&p_d_c=&p_d_v=15381
http://www.gard.no/gard/Publications/GardNews/RecentIssues/gn186/art_15.htm
mailto:trygve.nokleby@gard.no,

